
技術00 技術名：ガス吸引及び化学分解併用浄化工法 申請者：株式会社エンバイオ・エンジニアリング

対象物質
テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,1-ジクロロエ
チレン、1,2-ジクロロエチレン、クロロエチレン、ベンゼン

適用濃度

①ガス吸引
対象物質の土壌濃度において基準の100倍未満を第二溶出基準適
合まで可能

②化学酸化剤の注入
対象物質の土壌濃度及び地下水濃度において基準の100倍未満を
第二溶出基準適合及び第二地下水基準適合まで適用可能

【技術の概要】 技術の種類：原位置浄化

 

廃業①③④ 汚染状況⑱⑳

土壌ガス吸引（SVE工法）：土壌ガス吸引処理装置は、設置後の自動制御運転が可能なため、運転
開始後は無人で稼働できる。また、1台の処理装置で複数の吸引井戸から同時に土壌ガスを吸引で
きるだけでなく、吸引した汚染ガスの後段処理（活性炭吸着等）まで一貫して実施可能である。施
工中は、ガス検知管による簡易濃度測定を随時実施し、その結果に基づいてガス吸引作業の動的な
推進・調整（現場管理）を行う。
化学分解：特許取得の薬剤Cフェントン、または活性化過硫酸ナトリウムを用いて、飽和帯を対象
とした多地点同時薬剤注入を実施する。薬剤の化学分解作用により、飽和帯土壌及び地下水の汚染
物質を分解・浄化し、水質を第二地下水環境基準値未満まで低減させる。

 対策方法 土壌ガス吸引（SVE） 化学酸化剤の注入による原位置浄化

対策目標 土壌第二溶出量基準未満 第二地下水基準未満

使用薬剤 無し Cフェントン
≪特許第4700083号≫ 過硫酸ナトリウム（SPS）

対策範囲 水平方向：土壌汚染範囲
鉛直方向：不飽和帯

水平方向：地下水汚染範囲
鉛直方向：飽和帯

施工方法 吸引井戸を通じ多地点同時吸
引 注入井戸を用いた多地点同時注入

本工法の採用
理由

対象地の土壌汚染は、ローム
・砂礫層のような通気性に優
れた不飽和帯に偏在しており、
対策を要する最深深度はGL
−5mと比較的深い特性を持
つ。対象汚染物質が揮発性有
機化合物（VOCs）であるこ
とも勘案すると、当現場にお
いては土壌ガス吸引工法が最
も低コストかつ環境負荷の低
い「グリーンな原位置浄化工
法」であると判断される。

汚染対象物質がVOCsのエチ
レン系であるなら、第二回技
術応募認定のCフェントン酸
化剤が極めて有効と判断する。
ローム層は透水性がやや低い
ため、帯水層において高密度
配置の注入井戸から同時注入
を行う多地点同時注入工法を
採用する。これにより、酸化
剤を目標帯水層内へ効率的に
浸透・拡散させ、安定した浄
化効果を得る。

地層の透水特性や汚染物質
の種類に応じ、必要に応じ
てフェントンから反応速度
が穏やかで持続性の高い活
性化過硫酸ナトリウムへ注
入薬剤を変更することで、
現場条件に適した浄化計画
とすることができる。

図-１ガス吸引装置の構成 図-２吸引・注入同孔設置イメージ

写真-１ 浄化事例の風景
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